
エコテクノ２０１５～エネルギー先端技術展～「市町村セミナー」 

 金沢市の 
  再生可能エネルギー 

金沢市環境局環境政策課
温暖化対策室 
          中坂 暢江 

「地域で取り組む再エネ・省エネ促進セミナー」 H27.10.9 



金沢市 

 金沢市データ 
 
 

 面 積 468.64ｋ㎡ 
 距 離 東西23.3km  南北37.3km 
 人 口 465,599人 
 世帯数 200,726世帯         (平成27年８月1日現在)  



 

３８豪雪 



最深積雪の状況（金沢市） 
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一人あたりの温室効果ガス排出量 
（201３年度 金沢市・国比較） 
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エネルギー消費割合 

２０１３年度 

２０１３年度 



 

藩政期 

 加賀百万石の城下町支える 

 ５５の用水、総延長１５０ｋｍ 

 

明治期 

 菓子商が発起人となり 

 水力発電事業を開始 

 

大正期（T10) 

 金沢市に事業を譲渡 

再生可能エネルギーの礎 



 ●全国唯一の市営水力発電 

・発電量：年間５千万kWh（自家消費、売電） 
      →１．４万世帯分 
・排熱利用：隣接施設に供給 

・犀川と内川に５箇所設置 
・発電量は年間１億４千万kWh 
      →家庭の２０％、４万世帯分 

再生可能エネルギー導入 

 ●廃棄物発電（東西環境エネルギーセンター） 



再生可能エネルギー導入プランH25.3月策定 

最終目標 ２０２０（H32）年度 １０．０％ 

中間目標 ２０１６（H28）年度  ７．５％ 

現    状 ２０１１（H23）年度  ５．７％ 
 目  標 
  エネルギー 
  自給率の 
 向上 

市内の電力使用量 

再生可能エネルギー
等による発電量 

目標 

 

１０％ 
 

エネルギー自給率 
（H26年度） 

 

 約７．６％ 
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防災対策としてのエネルギーセキュリティの向上 

用水等を利用した
マイクロ水力発電
設備の設置 

既存水力発電施設の活用 
 

林地残材混焼による 
バイオマス発電の実施 

地産地消型ペレット
ボイラー等の導入 

医療施設へのコージェネレーション
システムの導入 

未利用地での 
メガソーラーや 
風力発電設備の設置 

既存ダムにお
ける水力発電
の実施 

下水汚泥消化 
ガス発電の導入 

保育所等への 
市民発電所の 
設置 

多様なエネルギー
源を組み合わせた
エネルギーパーク
の整備 

太陽熱や地中熱
を利用した公共 
施設の設置 

将来的な 

スマートシティの
構築に向けた 

スマートタウンの
整備 

防災拠点等への太陽光 
発電設備と蓄電池の設置 



金沢の森林 

http://www4.city.kanazawa.lg.jp/17062/morizukuri/kanazawashinrin/shinrin-sesaku.html


林地の整備 

発電効率アップ 

林業活性化 温暖化防止 

 事業費 ２８０万円 

林地残材混焼によるバイオマス発電 



 



城北水質管理センター 
消化ガス発電設備 

処理開始 昭和４４年 



城北水質管理センター 
処理工程 

ポンプ場 

最初沈殿池 

反応タンク 
最終沈殿池 

汚泥貯留タンク 

ろ過濃縮機 

消化タンク 

塩素混和池 

砂ろ過設備 

場内 

河川 

ｶﾞｽﾎﾙﾀﾞ 

汚泥 



城北水質管理センター 
消化ガス発電設備 

消化ガス 焼却設備 
 →汚泥の焼却に使用 

温水設備 
 →消化タンクの加温に使用 

発電設備 
 →発電に使用（場内で使用） 
 →消化タンクの加温に使用 



消化ガス発電設備 

汚泥消化タンク 

ガスホルダー 

消化ガス 

消化ガス 

電気 

場内各施設で 
使用 

温水 
（エンジンの 

  排熱を利用） 

汚泥消化タンクの加温に使用 



城北水質管理センター 
消化ガス発電設備 

・発電する力 

２００ キロワット（ｋＷ） 

２５ キロワット（ｋＷ） 

（１台につき） 

・設置台数  ８ 台 

・発電する力 

（合計） 



消化ガス発電設備 

・１年間に 
 発電する電気の量 

約１，２９０，０００ 
     キロワットアワー（ｋＷｈ） 

※発電する電気の量は、 
  城北水質管理センターで使用する電気の量の 

  一般家庭で使用する電気の量の 

約 １４ ％ 

約 ３６０ 世帯分 



城北水質管理センター 
消化ガス発電設備 

・１年間に 
 削減できるＣＯ２の量 

約 ８６０ トンＣＯ２  

       （ｔ－ＣＯ２） 

※削減するＣＯ２の量は、１年間で一般家庭から 
  排出される量の 

約 １７０ 倍 



城北水質管理センター 
消化ガス発電設備 

・工事経過 

  平成２３年度 導入の検討 

  平成２４年度 実施設計 

  平成２５年３月～平成２６年３月 工事 

  平成２６年３月２２日 完成式 

・全体工事費 ３４５，４５０，０００円 

（うち、約５５％補助金） 



ご静聴 
ありがとうございます！ 


